
4

と
見
る
準
備
が
で
き
る
の
で
す
」

と
具
体
的
な
指
導
方
法
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。
さ
ら
に
、
学
生
の
代

表
者
が
チ※

２
ャ
イ
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
を

使
用
し
て
、
幼
児
の
視
野
の
狭
さ

を
体
験
し
た
。

次
は
、『
あ※

３

や
と
り
ぃ
　
ひ
よ

こ
編
』
の
一
部
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
実
演
。
そ
の
後
、
学
生
が
先
生
と
な
っ
て

『
と
び
だ
し
て
い
る
こ
、
だ
れ
か
な
』
の
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
を
使
っ
て
授
業
を
行
う
。
先
生
役
に
な
っ
た
学

生
が
ボ
ー
ド
に
貼
ら
れ
た
イ
ラ
ス
ト
を
指
し
て
、

「
こ
の
絵
の
中
に
、
道
路
に
飛
び
出
し
て
い
る
子
ど

も
は
い
る
か
な
？
」
と
そ
の
他
の
学
生
た
ち
に
問
い

か
け
る
。
学
生
の
一
人
は
前
に
出
て
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
て
車
道
に
飛
び
出
そ
う
と
す
る
子
ど

も
を
指
し
た
。
先
生
役
の
学
生
が
「
こ
の
子
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
？
」
と
尋
ね
る
と
、「
止
ま
る
」
と
い

う
声
が
学
生
た
ち
か
ら
あ
が
る
。
幼
児
に
は
道
路
を

渡
る
時
、「
止
ま
る
」「
渡
る
合
図
（
手
を
あ
げ
る
）」

「
左
右
を
確
か
め
る
」「
渡
る
」
と
い
う
手
順
で
教
え

る
こ
と
を
全
員
で
確
認
し
て
座
学
は
終
了
し
た
。

一
方
、
実
技
は
セ
ン
タ
ー
内
の
コ
ー
ス
で
、
自
動

車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
学
生
は
四
輪
研
修
、
そ
れ

以
外
の
学
生
は
二
輪
研
修
と
し
て
、
学
生
た
ち
が
ク

ル
マ
や
原
付
を
運
転
し
、
急
制
動
や
ス
ラ
ロ
ー
ム
走

行
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

学
生
を
引
率
し
た
岡
山
短
期
大
学
講
師
の
山
口
直

範
さ
ん
は
「
学
生
た
ち
は
実
践
的
な
幼
児
へ
の
交
通

安
全
教
育
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
活

か
し
て
、
現
場
に
出
た
時
、
子
ど
も
た
ち
に
命
の
大

切
さ
を
伝
え
ら
れ
る
保
育
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
実
技

で
の
体
験
を
通
じ
て
、

自
分
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
が
交
通
事
故

の
加
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
の
安
全
運
転
意
識

も
高
ま
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
」
と
研
修
の
感

想
を
語
っ
た
。

TRAFFIC ADVICE [岡山短期大学]

★交通安全活動をサポートする

岡
山
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

で
は
学
生
の
た
め
に
「
人
命
尊
重
マ
イ
ン
ド
養
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
平
成
19
年
文
部
科
学
省
学
生
支
援

Ｇ
Ｐ
選
定
）」
と
い
う
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
人
命
尊
重
の
心
と
自
尊
感
情
と
の
育

成
を
図
り
、
社
会
の
中
で
自
ら
進
ん
で
自
他
の
安
全

確
保
と
救
命
に
貢
献
し
、
ま
た
自
信
を
持
っ
て
保
育

の
仕
事
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
有
能
な
保
育
者
の

養
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
取
組
み
の
中
に
は

体
験
型
学
習
に
よ
る
交
通
安
全
教
育
研
修
が
あ
る
。

昨
年
11
月
21
日
と
22
日
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通

教
育
セ
ン
タ
ー
で
岡
山
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
１

年
生
１
０
４
名
が
交
通
安
全
教
育
研
修
に
参
加
し

た
。
こ
の
研
修
は
座
学
と
実
技
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

座
学
で
は
鈴※

１
鹿
モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
会
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
幼
児
へ
の
交
通
安
全
教
育
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
義
が
行
わ
れ
た
。「
幼
児
は
一
人
で
道

路
を
横
断
し
よ
う
と
す
る
時
に
ミ
ス
を
し
て
、
事
故

に
あ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
ミ
ス
を

防
ぐ
こ
と
が
交
通
安
全
教
育
の
目
的
で
す
。
ま
た
、

幼
児
の
段
階
か
ら
交
通
道
徳
・
ル
ー
ル
を
教
え
る
こ

と
で
、
将
来
の
よ
り
良
い
交
通
社
会
人
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
説
明
。

「
幼
児
に
安
全
確
認
の
方
法
を
教
え
る
時
、『
止
ま
る
』

と
『
左
右
を
見
る
』
を
同
時
に
練
習
す
る
と
な
か
な

か
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
歩
い
て
止
ま
る
こ
と

を
繰
り
返
し
練
習
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
に
左

右
を
見
る
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
た
方
が
効
果
的
で

す
。
止
ま
る
こ
と
で

気
持
ち
が
落
ち
着

き
、
周
囲
を
き
ち
ん

１
月
18
日
、
日
比
谷
公
会
堂
（
東
京
都
千
代
田
区
）

に
て
開
催
さ
れ
た
第
48
回
「
交
通
安
全
国
民
運
動
中

央
大
会
」（
主
催：

（
財
）
全
日
本
交
通
安
全
協
会
、

警
察
庁
）
に
お
い
て
本
田
技
研
工
業
（
株
）
は
交
通

安
全
協
力
企
業
と
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、「
多
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓

蒙
を
は
じ
め
交
通
安
全
対
策
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
、
交
通
事
故
防
止
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
き
た
」

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
日
、
青
木
哲
・
本

田
技
研
工
業
（
株
）
代
表
取
締
役
会
長
に
今
井
敬
・

（
財
）
全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長
が
感
謝
状
を
授

与
し
た
。

同
大
会
は
、
関
係
機
関
・
団
体
の
交
通
安
全
指
導

者
、
道
路
運
送
事
業
者
、
企
業
の
安
全
運
転
管
理
者
、

運
転
者
な
ど
交
通
事
故
防
止
活
動
を
推
進
し
て
い
る

各
分
野
の
方
々
が
出
席
し
、
決
意
を
新
た
に
一
層
強

力
な
国
民
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
、
昭
和
36
年
以
来

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
年
で
48
回
目
を
迎
え
、
常
陸
宮
、
同
妃
両
殿
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
開
催
さ
れ
た
。
最
初
に
、
主
催
者

を
代
表
し
て
今
井
会
長
が
「
様
々
な
交
通
安
全
対
策

の
積
極
的
な
推
進
、
交
通
安
全
教
育
の
充
実
、
調
査

研
究
な
ど
の
様
々
な
活
動
を
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
常
陸
宮
殿

下
が
「
国
民
総
ぐ
る
み
の

交
通
安
全
運
動
が
一
層
推

進
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
交

通
安
全
活
動
で
表
彰
を
受

け
ら
れ
る
方
の
平
素
の
ご
苦
労
に
対
し
、
敬
意
を
表

し
、
心
か
ら
祝
意
を
表
し
ま
す
」
と
お
言
葉
を
述
べ

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
橋
正
弘
・
内
閣
官
房
副
長
官

よ
り
福
田
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら

れ
る
な
ど
、
来
賓
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
金
章
」「
緑
十
字

銀
章
」
の
表
彰
と
、「
緑
十
字
金
・
銀
章
」
受
賞
配

偶
者
に
対
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
、
優
良
団
体
等
表
彰

が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ

ン
最
優
秀
入
選
者
、
交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
最

優
秀
入
選
者
に
対
し
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
が
授
与
さ

れ
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
高
齢
者
と

子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
活
動
の
徹
底
、
飲
酒
運
転

等
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追
放
、
歩
行
者
・
自
転
車

利
用
者
の
交
通
事
故
防
止
の
推
進
、
交
通
安
全
教
育

指
針
に
沿
っ
た
交
通
安
全
教
育
の
推
進
、
す
べ
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
を

国
民
運
動
と
し
て
強
力
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
力
強
く
宣
言
さ
れ
た
。

保
育
者
を
め
ざ
す
学
生
に
交
通
安
全
教
育
を

通
じ
て
、
命
の
大
切
さ
を
考
え
て
も
ら
う

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
東
京
電
力
栃
木
支
社
・
栃
木
南
支
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本-

東
京
西
、
オ
ー
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
ピ
ー
エ
ス
ジ
ー
、
本
田
技
術

研
究
所
四
輪
開
発
セ
ン
タ
ー
栃
木
、
本
田
技
研
工
業

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
前
橋
地
方
検
察
庁

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
１
・
初
級
２
・
中
級
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
各

コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
・

ス
ペ
シ
ャ
ル
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
・
ウ
イ
ン
タ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
＆
セ

ー
フ
テ
ィ
Ⅰ
・
ス
ポ
ー
テ
ィ
＆
セ
ー
フ
テ
ィ
Ⅱ
・
ハ
ー
ド
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
の
各
コ

ー
ス
、
ホ
ン
ダ
健
康
ド
ラ
イ
ブ
ス
ク
ー
ル

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

﹇
講
話
﹈＝
本
田
技
研
工
業

●
官
公
庁﹇
四
輪
﹈＝
ね
り
ま
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ
ク

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
中
級
Ａ
Ｍ
・

初
中
級
Ｐ
Ｍ
の
各
コ
ー
ス

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
半
日
・
車
庫
入
れ
マ

ス
タ
ー
半
日
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／[

二
輪]

＝
本
田
技
術
研
究
所
二
輪
開
発
セ
ン
タ
ー

﹇
四
輪
﹈＝
視
察
体
験
会
、
チ
ー
フ
セ
ー
フ
ティ
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
、
本
田
技

術
研
究
所
四
輪
開
発
セ
ン
タ
ー
、
本
田
技
研
工
業
埼
玉
製
作
所
、
本
田
技

研
工
業
法
人
営
業
部
・
人
事
部

●
学
校
／[

二
輪]

＝
ホ
ン
ダ
学
園

[

四
輪]

＝
ホ
ン
ダ
学
園

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ス
ト
・

バ
ラ
ン
ス
セ
カ
ン
ド
・
入
門
・
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
各
コ
ー
ス
、
親

子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー

ジ﹇四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
入
門
・
初
級
・
車
庫
入
れ
の
各
コ
ー
ス

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
取
得
時
講
習
、
応
急
救

護
、
ペ
ー
パ
ー
ラ
イ
ダ
ー
講
習
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
半
日
・
中
級
半
日
・
サ
ン
セ
ッ

ト
の
各
コ
ー
ス

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
マ
ジ
オ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
藤
枝

﹇
四
輪
﹈＝
オ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
研
究
所
、
セ
コ
ム
、
中
部
電
力
浜
松

営
業
所
・
浜
北
営
業
所

﹇
講
話
﹈＝
ヤ
マ
ハ
発
動
機
、
本
田
技
研
工
業
浜
松
製
作
所

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
富
士
市
役
所

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
中
級
・
中
上

級
・
バ
ラ
ン
ス
・
ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
・
ト
ラ
イ
ア
ル
中
級
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
・

オ
フ
ロ
ー
ド
＆
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を

楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
ビ
ー
ト
で
楽
し
い
走
行
会

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
本
田
技
研
工
業

﹇
四
輪
﹈＝
ポ
ッ
カ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
協
力
会
、
チ
ー
フ

セ
ー
フ
ティ
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
、
オ
ー
ル
ホ
ン
ダ
、
本
田
技
研
工
業
鈴
鹿
製

作
所
、
本
田
技
研
工
業

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
和
歌
山
地
方
検
察
庁
、
京
都
地
方
検
察
庁

●
学
校
／﹇
二
輪
﹈＝
神
戸
高
等
学
校

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
・
中
級
・

レ
ディ
ー
ス
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会

フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
チ

ェ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
テ
ィ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ス
キ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
セ
コ
ム
、
武
田
薬
品
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス

九
州
、ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
九
州
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
の
各
コ
ー
ス

●
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『あやとりぃ　ひよこ編』の『とびだしているこ、だれかな』
のワークシートを題材に、学生たちが先生役と幼児役になっ
て授業が行われた

四輪研修ではインストラクターが安全
でスムーズなハンドル操作を指導

死角にいる二輪車に注意するなど、安
全な交差点の右左折の仕方を運転しな
がら学ぶ

自動車免許を持っていない学生は
原付を使って、安全運転について
理解を深めた

チャイルドビジョンを使って、幼児の
視野の狭さを体験

今井敬・（財）全日本
交通安全協会会長か
ら感謝状を授与され
る青木哲・本田技研
工業（株）代表取締
役会長（写真左）

第48回「交通安全国民運動中央大会」のもよう

常陸宮殿下がお言葉を述べられた

●第４８回交通安全国民運動中央大会

交通安全協力企業として本田技研工業（株）に感謝状

福田内閣は消費者・生活者の視点から、
安心できる生活環境の実現を目指すため
に「生活安心プロジェクト」を立ち上げ
た。そして昨年末、同プロジェクトに関
する関係閣僚会合でまとめられた「緊急
に講ずる具体的な施策」において、新た
な国民運動として「交通事故死ゼロを目
指す日」が設けられた。平成20年は2月
20日および4月10日に決定され、さまざ
まな広報活動を通じて、交通安全に対す
る国民の更なる意識の向上を図り、近年
の交通事故死傷者数の減少傾向を確実な
ものにすることを目指す。
内閣府交通安全対策担当の和田敏一参
事官補佐は「国民一人ひとりに交通事故
が発生しないよう適切な行動をとってい
ただくために、国と地方自治体、関係機
関・団体が連携し、実践してほしい交通
マナーなどについて、広く国民に呼びか
けていきたい」と話す。また4月10日に
ついては、春の全国交通安全運動と連動
した取組みが予定されているという。

●交通事故死ゼロを目指す日

NEWS REVIEW

TOPICS

※1 鈴鹿モビリティ研究会＝鈴鹿市とHondaが、将来のより良い交通環境づくりをともに進めることを目的として1993年に設立され、道路環境の改善
や交通安全プログラムの開発、教育の実施などを行っている。

※2 チャイルドビジョン＝幼児視界体験メガネ。以下ホームページからダウンロードが可能。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/partner/
※3 あやとりぃ＝鈴鹿モビリティ研究会が開発した交通安全教育プログラム。小学３・４年生向けの「あやとりぃ」、幼児向けの「あやとりぃ　ひよこ

編」、小学生向けの「あやとりぃ　自転車教室」、高齢の歩行者・自転車利用者向け「あやとりぃ　長寿編」がある。あやとりぃは「あんぜんを
やさしく　ときあかし　りかいして　いただく」の略。詳細は以下ホームページを参照。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/ayatorii/

２月２０日と４月１０日は
交通事故死者数を

ゼロに


